
※期間別騰落率の各計算期間は、基準日から過去に遡った期間の応答日(休日の場合は前営業日）までとします。
※2023年8月31日の値を100として指数化
※出所：FactSetのデータを基に明治安田アセットマネジメント作成
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東証市場別指数の推移
（期間：2023年8月31日～2024年9月27日）

※最新の「投資環境見通し」もご覧ください。
https://www.myam.co.jp/market/outlook/upload_pdf/202409_outlook.pdf

TOPIX（東証株価指数） 2,740.94 3.73% 2.24% ▲2.08% 15.19%

日経平均株価 23.04%39,829.56

企業業績については、堅調な設備投資や実質賃金がプラスに転じたことを受けた個人
消費の回復を背景に、改善傾向が続くとみています。国内株式相場は、日米政局を巡
る先行き不透明感が当面の重しになるとみられます。しかし、個人消費の回復を背景
とした内需の底堅さは企業業績の上方修正につながるとみられることから、次第に下
値を切り上げる展開になるとみています。

国内株式相場は次第に下値を切り上げる展開

（期間：2023年8月31日～2024年9月27日）

情報提供資料
2024年9月30日国内株式見通し 

日経平均株価、TOPIXの推移マーケットの動き（2024年9月24日～9月27日）

投資環境見通し（2024年9月）

先週の国内株式市場は、前週末比で上昇しました。
米国でのインフレ圧力を和らげながら景気後退を抑えるとの期待の高まりから米国株
式市場が上昇したことを受け、国内株式市場も上昇しました。その後も米半導体株高
が波及し国内の半導体関連株が上昇したほか、外国為替市場での円安・ドル高進行を
受け、輸出関連株への買いが広がりました。

MYAM Market Information
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